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学位論文内容の要旨 

アルカリホスファターゼ（ALP）は，様々な組織で発現している酵素である。ALP のア

イソフォームのうち，骨型アルカリホスファターゼ（BAP）は骨代謝を評価するマーカー

として用いられている。我々は，一般診療における各種疾患の診断において，BAP と総

ALP の比が臨床的に有用であるかどうかを検討した。血中 BAP 値を測定した日本人患者

107 例を対象に，臨床的特徴に着目し，後ろ向きに解析した。その結果，発熱患者および

炎症性疾患患者の BAP/ALP 比は，他の患者群の比に比べ有意に低いことが確認された。

また，骨粗鬆症と代謝性骨疾患患者の BAP/ALP 比は他の疾患患者の BAP/ALP 比よりも

高かった。BAP/ALP 比は年齢と負の相関があり，この相関は他の民族では見られない。

BAP/ALP 比は血中 CRP 値と逆相関であったが、血中アルブミン値および血中ヘモグロビ

ン濃度とは正の相関があった。以上より，BAP/ALP 比は一般診療において，老年期の障

害を示す予測因子として有用であることが示唆された。

論文審査結果の要旨 

アルカリホスファターゼ（ALP）は，様々な組織で発現している酵素である。ALP のア

イソフォームのうち，骨型アルカリホスファターゼ（BAP）は骨代謝を評価するマーカーと

して用いられている。申請者らは，一般診療における各種疾患の診断において，BAP と総

ALP の比が臨床的に有用であるかどうかを検討した。血中 BAP 値を測定した日本人患者

107 例を対象に，臨床的特徴に着目し，後ろ向きに解析した。その結果，発熱患者および炎

症性疾患患者の BAP/ALP 比は，他の患者群の比に比べ有意に低いことが確認された。ま

た，骨粗鬆症と代謝性骨疾患患者の BAP/ALP 比は他の疾患患者の BAP/ALP 比よりも高か

った。BAP/ALP 比は年齢と負の相関があり，この相関は他の民族では見られない。

BAP/ALP 比は血中 CRP 値と逆相関であったが、血中アルブミン値および血中ヘモグロ

ビン濃度とは正の相関があった。以上より，BAP/ALP 比は一般診療において，老年期の障

害を示す予測因子として有用であることが示唆された。

以上のように、本研究は重要な知見を得た価値ある業績と認める。

よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。

Clinical Application of the Ratio of Serum Bone Isoform to Total 
Alkaline Phosphatase in General Practice 
（一般診療における血中骨型アルカリホスファターゼ/総アルカリ

ホスファターゼ比の臨床的有用性に関する検討）


